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赤松 要著 『世 界 経 済 論 』 昭40.国 元書房

麻 田 四 郎

著 者につい ては,こ こであ らためて紹 介の必要 はない と思 うが,あ えて述

べ るな らば,「 赤松要先 生は故福 田徳三博 士 の高弟 として,そ の名古屋高商

と一橋大学におけ る長い学究 生活 を通 じて,よ く恩師の学 問的偉業 を継承す

るとともに,『 綜 合弁証法』 な る 独 自に して 世界 的水準 の 学 問体系 を確立

し,経 済政策 と国際経済 の広汎 な分野にわ たって理論,歴 史,政 策の綜合 を

め ざす 幾多の香気高 き理論的 ・実証的研究 を発表 され……」(r赤 松要博士還

暦記念論文集 ・経済政策と国際貿易」昭33.小 島清教授筆,編 集後記より),現 在,明

治大学教授 お よび国際経済学 会理事 長 と して,後 進 の指導ばか りでな く研究

活動 において も第一線で活躍 されてい る,名 実 ともにわが国国際経済学 の重

鎮 であ る。

国際経済学 におけ る著 者の業績 は,す でに 赤松構想 としてわが国国際経済

学 界で なかば常 識化 され てい るとい って よいが,本 書はそ のいわ ば ダイ ジ ェ

ス ト版 であ り,著 者40年 来 の10指 に お よぶ著書 と無数の論文にち りばめ られ

た学問的エ ッセ ソスが圧縮,融 合 されてい る。

本書の構成 は次 の通 りであ る。

序 章 世界経済論 の方法

前 篇 世界経済の歴史的把握

第1章 世界経済構造の 同質化 と異質化

第2章 世界経 済の長期波動 と構造変動

第3章 長期経済波動 と金 ・国際通貨
、

第4章 第二次世界大戦後の世界輝滴
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第5章 ドル不足か ら ドル過剰へ

第6章 貿 易 自由化 と経済統合

後 篇 世界経済 の理論的把握

第7章 世界経済 の構造変動 と貿 易理論

第8章 輸出乗数 と輸入乗数

第9章 経 済変動 と国際収 支

第10章 低 開発 国経済 の雁行的発 展

第11章 経 済統合の理論

第12章GATTとIMFの 諸 原則

第13章 国際流動性 の問題

まず序 章で本 書の哲学的基礎であ る綜 合弁証法 とそれか ら導かれ る 「同質

化 ・異 質化」構想一 赤松構想一 が素描 され る。著 者はそ の構想 を次 の よ う

に要約す る。 「産業革 新があ る国の経 済実体 の うちに構造変動 をひ きお こす

ときは,そ の国の産業 構造は他 の諸 国のそれ とは異 った もの とな る一 異質

化す る。 これは革新投 資の増 大 と相 まって世界景気 を長期的に上昇せ しめ,

国際分業 を促進 し,貿 易 自由化 の観念 と秩序を作 り出す のであ る。 しか るに

この革 新が他 の諸 国に伝播す るとき,諸 国の産業 構造は同質化す る。そ こに

過剰 生産 の傾 向が生 じ,長 期 波動 は下降的 とな り,国 際貿易の成 長は緩 慢化

し,保 護貿 易の観念 と秩序 が成 立す る」(序iii)。

前 篇では この よ うな 「同質化 ・異 質化」 の基本 構想が歴史事実に もとつい

て裏づ け され る。す なわち第1章 では,重 商主義 の特徴 た る保護貿易が,当

時 の諸 国が 同質 的な産業 構造を もっていた とい う観 点か ら解釈 され,さ らに

産業革命後に おけ るイギ リスの 自由貿 易政策が,イ ギ リス綿工業 を軸 とす る

世界経済 の異質的構造 の観 点か ら把握 され る。第2章 では,過 去1世 紀半に

み られた コソ ドラチ ェフ長期波動が,世 界経済構造の異質化 と同質化 の交替

的変動 の表現 と して説 明 され,第3章 ではそ の説 明が さ らに深化 され て,長

期波動 の過 程におい て国際通貨 と しての金が拳 る種の フ ィー ドバ ック作 用 を
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果す ことが指摘 され る。す なわ ち金生産の増減 が長期波動 に上昇あ るい は下

降を もた らす 重要な要 因であ り,さ らに1920年 代 におけ る金生産 の停滞が世

界恐慌 を深刻化せ しめ た大 きな原因であ った ことが述べ られ る。そ して この

見解は,世 界経 済の拡張的発展 のためには,国 際通 貨は金か ら解放 され なけ

ればな らない とす る,第13章 の議論に結 びつ く。第4章 か ら第6章 の各章 で

は,第 二 次大 戦後 におけ る世界経済 の複雑かつ ま ぐる しい変動 が 「同質化 ・

異質化」 の観 点か ら統一的に解 明 され,第2章 でな された長期 波動 に関す る

解釈が現時点に まで延長 され る。

後篇は比較 生産費理論 の流れ を くむ近代 国際経済理論に よって本 書の構想

を理論的に精緻化 し,さ らに現在 の理論分析に要求 され るべ き問題 点を明 ら

かに しようとす る。 まず第7章 では,本 書 の構想 と伝 統的貿易理 論 との類 同

性 が指摘 され る。す なわ ち 「同質化 ・異質化」 を 「比較生産費 差の縮 小 ・拡

大傾向」 と理解す る ことに よ り,本 書の構想が伝統的貿易理論の動態 化を 目

指 す ものであ ることが示 唆 され る。第8章 は,輸 入を漏損 と しか考 えない ケ

イ ソズ ・ハ ロッ ド貿 易乗数 に対 して,輸 入 の生産拡大効果を見 落すべ きでは

ない との観点か ら 「供給乗数 」 とい う考 え方 を提唱す る。 この著想 はその定

式化の完成 度において問題が あ るとして も,現 在 の産業 連関分析におけ る連

関効果概 念の先馳 と して高 く評価 されなければな らないであ ろ う。第9章 で

は,世 界経済 の同質化 を もた らす もの としての 資本移動が取 り上げ られ,キ

ソドルパ ーガー,ジ ョソソソ,ピ ックス,ハ ロヅ ド等 の議論が著者の体系内

に包摂 され,第10章 では,ハ ーシ ュマ ンの強調す る 「輸入 の 発展促進 的役

割」が本書(雁 行形態 の理論)を 確認す るもので あ ることが説かれ る。第11

章か ら第13章 では,経 済 統合,GATT,IMF,国 際流 動性 とい った最近の問

題に関す る近代 経済学 者達 の議論 が,著 者 自身 の タームで整理 され る。

さて本書 を評価す るにあた って,わ れわ れは本書 と同 じ著想が ロバ ー トソ

ンとハ ロッドに よ・?て別個に展開 され た事実(43～45ペ ー ジ)を 想 起 しなけ



一114一 商 学 討 究 第16巻 第1号

れぽ な らない。i著者 は同質化 と異質化 の交替的生起をひ とつの歴 史法則 と し

て確立 しようとす るに対 し,ロ バ ー トソンは1930年 代 に視野を限定 して,い

わば短期的 同質化傾 向を指摘す るに とどま り,ハ ロッドは 同質化 もし くは異

質化への一方的傾向あ るいはそ の交替的生起 をア プ リナ リは措定 で きない と

の不可知論 の立場を とる。 しか しなが ら,そ の よ うな3者 の相違 に もかかわ

らず,3者 の着想が基本的に同 じ性格 を もってい る事実 は,本 書 の構想が世

界経済に関す るひ とつの分析視点あ るいはひ とつの理論仮設 を提供す るもの

と して十分に役立ち うることを物語 ってい る。事実,本 書後 篇の諸章 は,本

書 の構想 が近代的理論分析 と補完関係にあ る ことを示 してい るのであ る。 し

たが って,著 者の創 案にかか る多 くの新概念が,理 論分析に とって極 めて重

要 な ものであ ることも驚 くにあた らない。供給乗数 や雁行形態 論の問題 点が

経済理論 の分野で新 らしい形で進め られ てい る ことはす でに指摘 した。経済

構造 の 「高転換 ・低転換 」(133ペ ージ)と い う概念 も,窮 乏化成長論の問題

意識に一脈通 ず るもの と して,貿 易 と発展 の相互関係 を分析す るにあた って

注意すべ き論 点を含 んでい る。 さ らに これ までの 「輸入代 替」 とい う概 念に

対 して 「代替輸入」の概 念一 先進国が自国の消費財生産を縮少して,後 進国の消費

財を輸入すること一 を提 唱す ることは(174ペ ージ),後 進国 の発展 に対す る

先進 国経済の調和的な構造転換 の必要を意 識的 に表 現す るもの と して意味深

い もので あ る。

ただ し 「国際合業 」概念(第7章 第2節)に つい ては疑問が残 る。そ の正

確な定義は与 え られていないが,同 一商品であ り,比 較生産費差 がない と考

え られ る工業 品を,先 進諸国がそれ ぞれ輸入 し,ま た同時に輸出 もす るとい

った現象 を意味 してい る。 この現象は比較 生産費理 論では うま く説明で きな

い と考 え る著者は,先 進 国の高所得水準に支 え られ る 「需 要の多様性 」にそ

の発生原 因を求め るので ある。周 知の ように,工 業 国間の貿易拡大傾向を説

明す る理論 と して,す でに小島教授が 「合意的分業 の理論 」を提 唱 され てい

るが(小 島清rEECの 軽済学』昭37,第2章),著 者は さ らに一歩 を進 めて,合
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意的分業(あ るいは水平的分業)の ほかに国際 合業(需 要 の多様性)を つけ

加 えるのであ る。す なわち 「同質的産業 構造を もつ諸 国の貿 易は比較生産費

差の縮 少に よって阻害 され るが,水 平的分業 の進 展に よって,さ らにそれ ら

諸 国の国民所得が高 いほ ど,… …国際 合業 は進 展 し,… …諸 国間の貿易量は

増大す る」(131ペ ージ,ゴ チック筆者)。 しか しなが らわた くしは,工 業 国間貿

易の拡大 を説 明す る ことは,可 変 生産費,規 模 の経済,需 要 の多様性 を複雑

化条件 として考慮す る ことに よ り,比 較生産費理論の立場か ら十分に可 能で

あ ると考 えてい る。その意味 でわた くしは,国 際合業 を国際 分業 概念に包摂

され る概念 と理解 したい。 しか し,そ う考 える ことは,工 業諸 国は相互 に同

質的であ ると簡単 に考え るのではな く,著 者 自身が行 ってい るよ うに,産 業

別の垂 直分業 ・水 平分業,産 業 内の垂直分業 ・水平分業(129ペ ー ジ)の よ

うに,経 済構造を細分化 して カテゴ リー別 の同質化 ・異 質化を考えなければ

な らぬ ことを意味す るであろ う。

とはいえ この よ うな疑問 とい え ども本書の大 きな価値 をい ささか も傷 つけ

るものではない 。われわれは本書に よって複雑 な世界経済 に対 して統一的な

理解 の仕方を教 え られ るのであ る。そ して,た とえ近代理論 の分析用具 を用

いて整備すべ き論 点が本書に残 され ると して も,そ のために著者 の体系が否

定 され ることは ないであ ろ う。現在,低 開発諸 国は先進 国経済 を 目標 として

追跡 を開始 してい るが,そ の よ うな低開発諸 国を含 む世界経済 の調和的な発

展を実現すべ く,国 際経済協力諸機 関の意識的に採用すべ き政策基準を暗 示

す るもの として,私 は著者の構想 を理解 したい 。 まことに著者 の体系は,孫

悟空がついにそ こか ら飛 び出せ なか った釈迦 の掌 にた とえ られ るほ どに広大

であ る。




